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（Tillich[1929], S.310）これには、次の３つの内容規定が含まれている（ibid., S.310-311）。（１） 
１．運命は自由に関係づけられている（bezogen sein）ということ。 
２．運命とは、自由なものが必然性の中へ組み込まれている(einbezogen sein)ということ｡ 
３．運命とは、自由と必然性が交互に作用するようになる（abwechselnd wirksam werden） 
  のではなくて、運命的な生起のどの瞬間においても自由と必然性が相互内在している 































































































ドイツ時代の主要な論文が英訳された。1936年に“The Interpretation of History”という題で出版
された論文集の中で、「カイロスとロゴス」(1926b)も英訳されているが（1936b）、そこでタル
メイ(Elsa L. Talmey)は“Schicksal”を“fate”と訳している。また、「哲学と運命」（1929）は、










































































































































































































































































































(2) “Selbstmächtigkeit"は訳しにくい語であるが、ここでは“Bestimmung durch sich selbst”の意と解して「自
己規定力」と訳した。大木氏と清水氏はこれに「自己を支配する力」という訳を付けている（『ティリ
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